
本書のポイント
①  会計をはじめて学ぶ人向けに書かれています。
②  会計について，その人なりのイメージを持ってもらうことをねら
いとしています。

③  会計のなかでもわかりやすくて，印象深いトピックを中心に説明
しています。

④  おもしろくない話を無理におもしろくするために，間違いを言っ
たり，大風呂敷を広げるような説明はしていません。中身は，む
しろオーソドックスです。

本書の動機
この「はじめに」を読んでいるということ

は，すでに本書を購入済みか，もしくは，

会計について学ぶことを決意していて，それで適当な本を探してい

るのだと推察します。したがって，会計に縁のなかった人の関心を

惹くために，会計の役立ち，重要性をここで力説する必要はないも

のと考えます。

　そのうえで，率直に言いますと，会計はダルいです。これは会計

を大学で十数年教えてきて得た結論です。ちょっとおもしろいこと

に，日本語の「怠（ダル）い」と英語の “dull”（ダル）には，「のろ

い，鈍い，飽き飽きする」といった共通の意味があります。

　「会計がダルいって？ そんなことはないはずだ。現に，おもしろ

くて大ヒットした会計の本だってあるじゃないか？」という疑問を

持つ人もいると思います。その疑問に答えているのが，友岡賛
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［2007］『なぜ「会計」本が売れているのか？─「会計」本の正し

い読み方』（税務経理協会）です。そこでの結論は，おもしろいと思

われている会計の本の多くは，実は「会計」ではなくて，「経営」

について書かれているのではないか，というものです。

　実際には，会計について書かれた本にも，血湧き肉躍るような作

品はあります（たとえば，福井義高［2008］『会計測定の再評価』中央経

済社）。しかし，そういった本も，会計や会計に関連する事項につ

いて，下地ができていないとおもしろく読めません。やはり，会計

をはじめて学ぼうとする人にしてみれば，会計はダルいようです。

　では，なぜ会計はダルいのか？ たぶん，覚えなければいけない

こと（教員サイドからだと教えなければならないこと）が延々と続くせ

いだと思います。まず，貸借対照表の資産をやって，負債をやって，

そして資本，それで貸借対照表が終わったら，次は損益計算書に行

って，まずは収益，それから費用，ここで当期純利益が出てきて，

損益計算書は終わり，そうしたら今度は株主資本等変動計算書……

と，まるでエンドレスな感じです。それでも，左の耳で聞いた話と

右の耳で聞いた話とが，脳の真ん中で合体して，とんでもない結末

を迎えるといった展開があれば，おもしろく聞ける（話せる）と思

います。でも，たいていは，まるで山頂が見えないまま富士山を登

っているようで，授業の途中でも「あと，あれと，あれと，あれに

ついて話さなければならないのか」とため息が出てしまいます。教

えているほうがこうだったら，聞かされているほうはもっと大変で

しょう。

　基礎的な知識をとにかく頭にいれなければならないのだから，ど

んな教科だって最初のうちはダルい。そうなのかもしれませんが，

ダルいのを辛抱して，忍耐強く会計の授業を聞いた学生は最終的に

血湧き肉躍るような感動に至ったのでしょうか？ 思うに，「大学で
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会計の授業はとったけど，そして，試験前は一所懸命勉強したけれ

ど，もう何も残ってないや」という卒業生が多いのではないでしょ

うか？ これではあまりにも労力と時間の無駄です。

　最低限，なんでもいいから「会計ってこういうものだ」というイ

メージを持って，卒業してもらいたい。細かいことは全部忘れてし

まっていたとしても，あるいは，最初から知らなかったとしても，

会計について自分なりのイメージさえあれば，社会に出てから会計

の話題に触れることがあったときに，そのイメージを手がかりにし

て，「これはこういうことなんじゃないか」となんとなく見当をつ

けることができるでしょう。ある程度見当がつけば，正確な知識は

後から自分で調べたり，あるいは会計の専門家に質問をしたりする

こともできる。こう考えて，はじめて会計を学ぶ学生が会計のダル

さに負けないように工夫を凝らして書かれたのが本書です。

各章の構成
各章は，イントロ，ハイライト，ベーシッ

ク，アドバンス，サマリー，トランジット，

というパートから構成されています。そのほか，本文に組み入れに

くい補足説明や，興味深いけれども章立てしにくかったトピックを

「Column」として独立させています。また巻末には，「演習問題」

と，付録として 2013年度の「日産自動車株式会社の決算書（一

部）」を載せています。

▶  「イントロ」は，落語でいう枕に相当します。一般的な教科書で

は，章のはじめに，その章で扱う内容の要約が紹介されている

ことが多いと思います。ですが，何の知識もないところに，い

きなり要約を言われてもピンと来ないだろうとも考えられます。

そこで，内容には直接触れないまま，くだけた感じで各章のね

らいを示しました。
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▶  「ハイライト」では，各章で扱われるトピックのなかで，最もと

っつきやすく，印象深いものを 1つ取り上げて解説しています。

このパートを，ベーシック以降に進むための足掛かりにしてく

ださい。また，このパートには，ほかのことは忘れてしまって

も，これだけは印象に残してもらいたいという願いが込められ

ています。予備知識がなくても理解できるように書かれていま

すので，ハイライトだけなら，第 1章から順番に読む必要はあ

りません。
▶  「ベーシック」は，一般的な入門書の本文に該当します。ハイラ

イトとあわせて読めば，会計の初歩について学んだことになり

ます。このパートは，第 1章から順番に読まれるという前提で

書かれています。
▶  「アドバンス」は，一部の章に設けられています。ここには，初

心者には少し理解が難しいかもしれない，会計の技法や理屈が

取り上げられています。わからなければわからないままでも差

し支えないようなところで悩んでしまい，先に進めなくなって

しまうことのないように，ベーシックから切り離しました。で

すから，後回しにしたり，飛ばしたりしてもかまいません。
▶  「サマリー」は各章のトピックを短文の箇条書きにまとめたもの

です。そこに書いてあることが理解できたと思ったら，「□」に

チェックを入れましょう。
▶  「トランジット」は，一般的な教科書の参考文献に該当しますが，

本書ではより重要な役割を担っています。というのも，本書は

わかりにくい話や細かい話は避けることを基本方針としていま

す。中途半端に説明しても，理解されないし，印象にも残らな

いというのなら，最初から話をするのはやめようというわけで

す。しかし，わかりにくい，あるいは，覚えるのが面倒な話か
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ら逃げてばかりいて，それでも会計をちゃんと学んだことにな

るのかと言えば，なかなかそうもいきません。そこで，堅苦し

い部分は，詳しい教科書，もしくは，専門書で，学んでもらう

ことにしました。ようするに，このパートは，いわば虫食い状

態の本書の，穴を埋めるための参考図書を示した，乗継案内で

す。

本書の利用法：たとえ
ば……

本書は，初歩的な会計のおいしいところば

かりを抽出したものですから，たとえば，

新聞の経済欄を読んだり，会計の専門家と

話が通じるようになるために，会計のことを知っておいたほうがい

いといった人に最適です。つまり，教養書として読まれるのにぴっ

たりです。これは有斐閣アルマ・シリーズの赤（Interest）の趣旨

でもあります。

　しかしながら，専門書として読まれるためのタネもまかれていま

す。実は本書は，読者が行き着く最終形態として会計学者を想定し

ています。取り上げるトピックの選定にあたっては，通常は会計の

初歩と考えられていないことであっても，会計学者に成長するうえ

で，有用な栄養となるものを積極的に取り入れました。また，その

トピックを学んだとしても，この先使い道がないな，という話は取

り上げないようにしています。それから，会計を専門科目として体

系的に学べるようにトランジットで案内をしています。もっとも，
トランジットに出ている文献を，その都度，入手しなくてはならな

いのだとしたら，勉強がなかなか進まないではないかと思う読者も

いるでしょう。そこで，有斐閣アルマの緑（Basic）には，桜井久

勝・須田一幸［2015］『財務会計・入門─企業活動を描き出す会計

情報とその活用法（第 10版）』があります。この本を傍らに置いて，
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本書のトランジットが案内している内容に対応する箇所を確認しな

がら，読み進めていくのがいいと思います。

　たとえば，資格の取得をめざしている人は，本書で受験勉強をす

るだけでは，まったく不十分です。出題をする側にしてみれば，ご

く基本的なことや，誰にでも簡単に理解し，覚えられるようなこと

で問題をつくるのは難しいのです。受験者ほぼ全員が正解してしま

うのでは試験になりませんから。そのため，実務に携わる人間以外

にしてみれば，これを覚えていて，何になるの？ といった，ダル

いことが出題されるわけです。資格試験に的を絞った受験参考書が

多く出ていますので，それを活用するのがよいでしょう。

　たとえば，本書を授業の教科書に利用しようと考える教員は，と

くに現行の会計基準について具体的な説明が乏しいという印象を持

つと思います。近時，会計基準は頻繁に改定され，内容も細かくな

ってきていますので，いったん現行の基準について言及しはじめる

と，大雑把な解説では，かえって不適切な記述になってしまうかも

しれません。そのため，本書では法令や基準の規定を取り上げるこ

とは極力避けています。授業の場でタイムリーな解説を聞くほうが

むしろ学生のためになると思います。そのほか，一般の教科書には

載っているのに，話がややこしいという理由で，本書では取り上げ

ていないトピックも多くありますが，これも授業で直接説明を聞い

たほうが学生は理解しやすいと思います。

　なお，「演習問題」は各章ごとではなく，巻末にまとめて載せて

います。なぜそうしたかというと，各章ごとに，本文をコピペすれ

ば答えになってしまうような問題を載せても，後に残らないと考え

たからです。できれば，本書を一通り読んだ後で，他の章とも関連

づけながら解答を考えてもらいたいと思います。なお，解答例は以

下で示した有斐閣書籍編集第 2部のウェブサイトに公開します。
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　このサイトには，随時，演習問題とその解答例を追加していく予

定です。

有斐閣書籍編集第 2部ブログ内，本書のサポートページ
http://yuhikaku-nibu.txt-nifty.com/blog/2015/07/post-e090.html

（付加データ　はじめて出会う会計学　新版」で検索）

新版化にあたって
新版では，本書の基本方針は変えずに，近

年の会計基準や国際的な動向にあわせて記

述をアップデートしました。本文の各所で取り上げている事例も，

可能な限り新しいものに変更しています（古い事例でも，とくに有益

なものについては，そのまま記載しています）。第 9章「決算書の分析」

については，中心的に扱う事例を小売業界の企業に変更して全面的

に改訂し，業界内での企業の比較や時系列による分析を，詳しく解

説する形で新たに執筆しました。

　また，初版では第 12章としていた「費用配分のバリエーション」

を，全体の説明の流れや位置づけを再検討して，第 7章へ移動す

ることにしました。第 6章までの各章で，利益の認識や収支の期

間配分，資産・負債の評価について基本的な考え方を説明したうえ

で，第 7章では費用配分のバリエーションについて応用的な内容

を取り上げています。

　各章に掲載している Columnについても，新たに，「包括利益」，

「原価計算と管理会計（2）」（損益分岐点分析と CVP分析），「キャッシ

ュフロー計算書」をそれぞれ追加しました。

　さらに，初版では「ヒストリー」として一部の章の末尾に掲載し

ていた，会計制度の歴史に関する解説は，第 13章として独立させ，

株式会社の成立と利益概念の変化，収支の期間配分と減価償却，資

産評価基準の変遷について，本書のそれまでの解説との関連も示し

ながら紹介する形に改訂しました。
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イントロ

　「会計とは結局何なのか」とか，「会計はどう

役に立つのか」とか，そうしたアウトラインが

わからないまま，詳しい説明をされても困るか

もしれません。でも，具体的な説明がないまま，

お題目だけ挙げられても全然ピンとこないかも

しれません。実際のところは，個別具体的な中身を勉強していくな

かで，自分なりに会計の全体像が見えてくるといった感じになると

思います。だからといって，「全体像はやがて見えてくるから，と

にかく目の前に書かれている用語，手続き，理屈を忍耐強く覚えな

さい」と言われても，なかなか勉強に身が入らないでしょう。

　そこで，まずは「会計とは何か」について，とっかかりのイメー

ジを得てもらいたいと思います。そのために，「決算書は企業の成

績表である」という，会計に対する 1つの見方を紹介します。こ

の見方は，典型的で，かつ，わかりやすい話ですが，「会計の定義」

といった厳密な議論からはほど遠いものです。その後の学習を通じ

て，読者のみなさんが自分なりに，補足，修正，批判の対象とすべ

き叩き台として示すことにします。
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ハイライト 
決算書は成績表：学生と教員の対話

学生「会計ってビジネスで役に立つと思うので，今度，授業を取ろ

うと思うのですが」
教員「どう役に立つと思っているのかな？」
学生「それがあまりピンとこないのです。会計をしない企業はない

と思うので，重要なのは間違いないはずなんですが」
教員「会計が何の役に立っているのかは，会計学者が好んで議論す

るテーマではあるけど，僕らの哲学論争を聞かされても実感が

わかないだろうから，大雑把な話をするね」
教員：「まず，会計といっても，いろいろな種類がある。それらを

全部ひっくるめて説明するのは難しい。難しいのは困るから，

ここでは企業の決算書に注目しよう。つまり，会計というのは

企業の決算書をつくることだと考えてほしい」
教員：「もっとも，決算書はどういうものかについて説明するのも

なかなか大変だ。なので，その中身はゆっくり時間をかけて勉

強してほしい。その代わり，とりあえずは『決算書は企業の成

績表』と覚えてもらいたい。それだけで，決算書の役立ちにつ

いて，いろいろわかってくるはずだよ」
学生：「いきなり企業の成績表と言われても，ちっともわかった気

がしないのですが」
教員：「そうだな。では，学校の成績表について考えてみよう。こ

ちらはおなじみでしょう。ちょっと聞くけど，学校の成績表っ

てなぜ必要？ どんな役に立っている？」
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には？」
学生：「成績が良いと推薦で大学に入

れます。あと就職するときも有利

だと思います」
教員：「そうだね。大学とか企業が，

その学生にどれくらい能力がある

かを判断するために利用するって

ことだね。企業の決算書も，投資

学生：「それは……。成績表がなければ，どの教科ができて，どの

教科ができないかがわからないじゃないですか」
教員：「それがわかってどうなるのかな？」
学生：「出来が悪い教科はがんばって勉強するとか，あるいは得意

な教科が生かせる進路を選ぶとか，判断できます」
教員：「いいねぇ。企業の成績表もそういうふうに使える。たとえ

ば成績の悪い事業については何らかの策を講じるとか，あるい

は成績の良い事業についてはさらに発展させるとか，つまり経

営方針を立てるときの資料になるってことだね。それから？」
学生：「うちでは親に見せなければならないことになっています」
教員：「なぜ？」
学生：「学費を払っているのは親だから，だそうです」
教員：「そうそう。企業も株主には決算書を見せなければいけない

んだよ。お金を出している人には，成績がどうなっているか報

告する義務があるってことだね。そのために，成績表や決算書

が必要というわけだ」
学生：「成績が悪いと親に叱られますけど，企業も株主に叱られる

んですか？」
教員：「企業だと社長が叱られたり，クビになったりするね。ほか
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家が投資先を選んだり，学生が就職先を選んだりすることにも

使われるよ」
学生：「成績表も決算書も使い道はいろいろなんですね」
教員：「そう。両方とも成績に関する情報だけど，それをどういう

目的のために使うかは，本人も含めて，その利用者次第ってこ

とになるかな」
教員：「学者ともなれば，それじゃあまりに身も蓋

ふた

もないってこと

になるけど，初学者のうちはそれで OK。あ，ついでにいいこ

とを教えよう」
学生：「いいことがあるんですか？」
教員：「う～ん，別にいいことでもないけど。学校の成績表って，

ホントは嫌いでしょ」
学生：「好きじゃないですね。学校の成績でその人の本当の価値が

わかるとは思えないし。ほら，先生によって『えこひいき』と

かあるじゃないですか」（しまった！）

教員：「そうそう。個人の主観で評価が変わるという面も決算書に

はある。それから，学校の成績表と同じように，決算書だけで

は企業のすべてを測ることはできないと覚えておこう（⇒第 9

章，第 11章）。決算書は企業がお金をどう動かしているかとい

うところに注目している。だから，たとえば地球環境の保全や

働く人々の幸せにどれだけ貢献しているかなんていう，お金で

は測れないようなことには無力なんだ」
学生：「会計を勉強しても，企業のことがすべてわかるわけではな

いんですね」
教員：「その通り。それから，成績というのは過去の記録でしかな

いということも忘れないようにしよう。それでいて，学校の成

績表にせよ，企業の決算書にせよ，将来を判断するために利用
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されることが多い」
学生：「これまでのことは変えられませんからね。大切なのはこれ

からどうするかを決めることで，それを決めるために，これま

での成績を知る必要があるんですね」
教員：「いきなり『そもそも会計とは何ぞや』って話になると難し

い感じがするけど，学校の成績表という身近なものとかなりの

部分が共通するってことを覚えておこう。そうすれば，少しは

会計にとっつきやすくなる」
教員：「もちろん，学校の成績表には出てこないけど，企業の決算

書には出てくる話も少なくはない。それについては，これから

ゆっくり話をしていこう」

ベーシック

1　会計の中心は企業の成績を表す決算書

　この本は，会計をはじめて学ぼうとする人たちのために書かれて

います。しかし，「会計」という言葉にはいろいろな意味がありま

す。たとえば，飲み屋で「会計」と言ったら，飲食代を支払うこと

を意味します。あるいは，国の「会計」と言えば，国庫に入ってく

るお金の額と内訳，それから国庫から出ていくお金の額と内訳とい

う話になります。いずれも，会計がお金に関係しているのは間違い

ないので，「会計の専門家」などと言うと，お金を扱うこと全般に

精通しているといったイメージを持たれがちです。

　しかし，大学で学ぶ「会計」は，主として企業会計，すなわち企

ベーシック／1　会計の中心は企業の成績を表す決算書 5

ベ
ー
シ
ッ
ク



業のなかで行われる会計です。さらに，企業会計と言っても範囲が

広いのですが，そのうちの決算書について学ぶことが中心になりま

す。もちろん，決算書についてだけを学んでも，会計をすべて理解

したことにはならないのですが，まずは目玉になるところから勉強

を始めて，徐々に裾野を広げていけばいいと思います。

　そこで，決算書なのですが，先ほどのハイライトにあったように，

「企業の経営状況を表す成績表だ」とまずは考えてください。もち

ろん，それだけでは抽象的すぎるので，実際の決算書を見たほうが

具体的なイメージは得やすいと思います。例として，日本を代表す

る企業の 1 つである「日産自動車」の決算書を付録として巻末
（319頁）に付けましたので，そちらを眺めてみてください。それを

見ると，2種類の表があるのに気づくと思います。実は，決算書に

は，いくつか種類があります。その中心となるのは「損益計算書」

と「貸借対照表」とよばれる表なので，その 2つを載せておきま

した。損益計算書は 1年間で企業がどれくらい儲けたのかを示し

ています。貸借対照表は企業に資産や負債がいくら残っているかを

示しています。これら以外に，決算書にはキャッシュフロー計算書

や株主資本等変動計算書などがあります。

　何種類かある決算書には，企業の成績に関係するさまざまな数値

が収められています。そのなかでも，とくに重要と一般に考えられ

ているのが，損益計算書に載っている「当期純利益」です。当期純

利益を含め，決算書に出てくる数値の意味，読み方については，章

を改めて説明しますので，いまの段階でとくに覚えておかなければ

ならないことはありません（⇒第 9章）。
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2　決算書がつくられる目的

　決算書との初顔合わせは済みました。ぱっと見では，なんとなく

複雑に思える決算書ですが，次に，このようなものがなぜ必要なの

かについて説明します。会計専門家による難しい議論はいろいろあ

るのですが，初学者にとっては，成績表一般の目的から決算書の目

的を推測するのがよいと思われます。たとえば，学校の成績表を考

えてみればわかるように，成績表にはいろいろな利用の仕方があり

ます。成績表に載っている情報をどう利用するかについては，こう

でなくてはならないという決まりは，もちろんありません。会計が

扱う決算書についても，それは変わりません。あくまでも，例とし

てですが，学校の「成績表の使い道」を以下に掲げておきました。

これらは，企業の「決算書の使い道」でもあるのです。さらに，あ

なたが思いついた成績表の使い道があれば，それも書き加えてみて

ください。

ベーシック／2　決算書がつくられる目的 7
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成績表の使い道
● 本人が今後の行動を決める判断材料とするため。
● 応援してくれている人の信頼を得るため。
● 何らかの資格を得るための条件として。
● 他者と比較され，選抜されるため。
●  とくに決まった使い道がなくても，成績を知りたがるのは人
間の本能だから。

（あなたの考えは？）



3　法律による決算書の利用

　もっとも，「決算書は企業の成績表として各自で好きに使ってく

ださい」というだけでは，あまりに漠
ばく

然
ぜん

としているのは否めません。

会計は好きにやればいいというものではなく，決められた手続きに

従って，好むと好まざるとにかかわらず，粛
しゅく

々
しゅく

とやらなければな

らないものだというイメージを持っている人も多いでしょう。その

イメージは，「制度会計」とよばれるものに相当程度当てはまりま

す。制度会計は，大雑把に言うと，特定の法律が，その目的を遂行

するための手段として企業に強制する会計のことです（⇒第 2章）。

　一番わかりやすいのは「税法」です。税法には公平な課税をする

という目的があります。その目的を遂行するために，現行の税法は

基本的に，企業に対し，儲けに応じて税を徴収するという考え方を

採用しています。企業がどれくらい儲けたかを把握するためには，

成績表である決算書を利用するのが便利です。そこで，税法は課税

という目的のために，決算書の作成を企業に強制しているのです。

　また，「金融商品取引法」（金商法。以前は証券取引法）とよばれる

法律は，企業の株式や債券を売買しようとする投資家たちの参考に

なるように，企業に情報を公表させています。この法律でも，投資

家に重要な企業情報を伝えるという目的のために，決算書が利用さ

れてきました。さらに，「会社法」は，株主に雇われた経営者が会

社をうまく経営するという責任をどれだけきちんと果たしているか

をはっきりさせるために，株主に対する決算書の報告を経営者に要

求しています。そのほか，監督官庁が企業に行政上の指導を与える

ための資料となるように，決算書の作成・提出を義務づけている法
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律がいくつかあります。

　こうした制度会計については，第 2章で改めて詳しく取り上げ

ますが，ここでは，会計の目的がそれぞれの法律ごとに特定されて

いることを強調したいと思います。もっとも，大学で学ぶような会

計の発展に最も寄与してきたのが，金融商品取引法であることから，

「金融商品取引法における目的＝会計の目的」として説明されるこ

ともあります。これはかなり狭い捉え方ですが，会計の目的につい

ての代表的な考え方でもあります。

　ただし，金融商品取引法といった法律が世界に存在しなかった昔

の時代から会計自体は存在していました。たとえば，イタリアのル

カ・パチオリという人は，ルネッサンス時代に会計の仕方を体系的

に説明した本を書いたし，日本でも江戸時代に商家では大
だい

福
ふく

帳
ちょう

と

いう会計が行われていました。つまり，法律による会計が会計のす

べてではないということを覚えておいてください。

4　会計の目的に関する代表的な理論

　いったい会計の目的は何なのか。会計はどんな役に立っているの

か。それは各自が好きなように考えればいい，というのでは何の説

明にもなっていないのではないかと思う人も多いかもしれません。

そこで，多くの会計研究者がこの疑問について考察してきました。

そして，その考察の 1つとして，会計のさまざまな用途から，会

計の目的は以下の 2つに整理することができるだろうという理屈

ないし理論が考え出されました。この理屈によれば，2つの目的を

同時に達成するのは難しいので，どちらを重視するかによって，会

計（決算書）の中身が変わってくるはずだともしばしば主張されま
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す。

① 情報提供目的　　会計情報は企業の将来を予測するための資料

として利用されるという考え方です。ある企業に投資するのもしな

いのも，あるいは就職するのもしないのも，その企業がこれからど

うなっていくかに関係しています。会計情報そのものは過去の成績

でしかありませんが，それはできるだけ将来予測に役立つような方

法で記録されなくてはならないという考え方になります。

② 利害調整目的　　実績にもとづいて行われる儲けの分配などの

資料として会計情報が利用されるという考え方です。たとえば，企

業が今年支払わなければならない税金（法人税）は今年稼いだ儲け

によって決まります。そのために，稼いだ儲けがいくらなのか，金

額を計算して確定する必要があります。そのとき，納税企業もしく

は税務署のいずれか一方にとって都合のいい方法で計算がされてい

たら，他方は納得しないでしょう。したがって，このような局面で

用いられる会計は，過去の成績を多様な利害関係者が納得できる方

法で記録されたものであることが重要になってきます。

　もっとも，ここまでの話は会計固有の議論というわけでもなさそ

うです。たとえば，野球選手の成績についても似たような話はでき

ます。すなわち，今年の成績は，来年以降に期待される活躍ぶりを

予測するための基礎的な情報になります。そこでの予測にもとづい

て，来年の年俸，あるいは移籍する選手であれば移籍金などが決定

されるわけです。他方，出来高制で雇われている選手は，今年の成

績によって今年の報酬が確定するわけです。このように，一般に成

績に関する情報には，将来を予想するための基礎として用いられる
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面と，実績を数字として確定させるために用いられる面とがあると

言えます。そして，ワンセットの成績情報を異なる複数の用途に役

立てようとすれば，一方にはよくても，他方には具合が悪いといっ

た問題も起きます。そうした点については，より上級の文献をトラ

ンジットに挙げておきましたので，そちらを参照してください。

　繰り返しになりますが，ここで述べたのとは異なる理屈（理論）

も多く存在します。たとえば，富士山を八ヶ岳側から見るのと，太

平洋側から見るのとでは，形が違って見えます。富士山も，会計も

見る角度が変われば，説明の仕方も変わってくるというわけです。

会計の目的は企業の成績表である決算書の作成にある。
決算書にはいくつか種類があるが，中心は損益計算書と貸借対照
表である。
決算書を作成する目的は，成績表一般を作成する目的からいろい
ろ推測できる。
法律は特定の目的を達成するために決算書を利用することがある。
決算書の一般的な目的は，情報提供目的と利害調整目的とに集約
できる，と会計研究者によって主張されることがある。

サマリー

トランジット

　会計もしくは財務会計について，ある程度詳しく解説

しているテキストであれば，最初のほうに，会計の目的

もしくは会計の機能について，学術的な考え方が概説さ

れています。たとえば，①，②を参照してみてください。

① 斎藤静樹［2014］『企業会計入門─考えて学ぶ』有斐閣，第 1
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章。

② 伊藤邦雄［2014］『新・現代会計入門』日本経済新聞出版社，第

2章。

③ 広瀬義州［2014］『財務会計（第 12版）』中央経済社，第 1章。

　企業の決算書のつくり方を定めたルールは「会計基準」とよばれて

います。多くの会計専門家は，会計の基礎となる考え方が明確でない

と，会計基準はうまくつくれないと考えています。その基礎となる考

え方のなかには，「会計の目的は何なのか」という話が含まれています。

初心者にはちょっと難しい，哲学っぽい話になりますが，会計につい

て深く勉強しようと思うなら，知っておいたほうがよいでしょう。④

の文献を参照してみてください。

④ 斎藤静樹編著［2007］『詳解「討議資料・財務会計の概念フレー

ムワーク」（第 2版）』中央経済社，第 2部第 1章。

　利害関係者を納得させるという観点から，会計の目的について論じ

ているのが，⑤です。考えてみれば，たとえば，学園祭が終わった後

で運営委員から学生・生徒に向けて会計報告があるのも，みんなから

集めた学園祭運営資金が正しく使われていたことを納得してもらうた

めの儀式だと考えることができます。特段，法律に強制されてやって

いるわけではない，このような会計報告には，会計本来の特質が反映

されていると考えることもできるでしょう。

⑤ 友岡賛［1996］『歴史にふれる会計学』有斐閣アルマ，第 1章。
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